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後継者、青年部の各部長が参加した後継者・財政分科会

第
四
七
回
支
部
定
期
大
会

新
し
い
風
、若
い
顔
ぶ
れ
ズ
ラ
リ
！

47
回
を
迎
え
る
支
部
定
期
大
会
が
4
月
5
日
（
日
）
清
瀬
ア
ミ
ュ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
代
議
員
、特
別
代
議
員
、

来
賓
合
わ
せ
て
97
名
の
参
加
が
あ
り
、
様
々
な
意
見
交
流
の
中
で
、
今
年
度
の
運
動
の
方
針
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
多
く
の
分
会
か
ら
若
手
の
新
し
い
役
員
の
出
席
が
あ
り
、
活
気
あ
る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
の
議
事
進
行

役
を
務
め
た
2
名
の
議
長
に
感
想
を
寄
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

緊
張
の
中
、
無
事
終
了

昨
年
に
引
き
続
き
議
長
を
務

め
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
二
回

目
で
し
た
の
で
あ
ま
り
緊
張
も

な
く
、
鈴
木
副
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
議
長
席
へ
上
が
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
席
に
着

い
た
途
端
に
昨
年
よ
り
も
な
ぜ

か
重
た
い
空
気
感
が
…
突
然
緊

張
が
Ｍ
Ａ
Ｘ
に
。
な
ん
と
か
議

長
あ
い
さ
つ
を
終
え
議
事
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

書
記
局
の
抜
か
り
な
い
進
行

表
の
お
か
げ
で
ス
ム
ー
ズ
？
に

進
行
と
思
い
き
や
、
午
前
の
質

疑
討
論
の
時
、ま
さ
か
の
質
問
、

質
問
の
内
容
が
自
分
に
は
難
し

く
答
弁
は
だ
れ
？
木
田
書
記
と

顔
を
見
合
す
。
さ
ら
に
、
石
垣

大
会
運
営
委
員
長
よ
り
質
問
だ

け
で
意
見
を
と
っ
て
い
な
い
と

の
指
摘
‼
「
プ
チ
パ
ニ
ッ
ク
」

の
中
意
見
を
と
っ
て
い
る
と
、

会
場
の
中
か
ら
、
無
理
に
意
見

だ
さ
な
く
て
い
い
と
、
野
次
と

も
と
れ
る
声
‼
小
田
澤
書
記
長

の
適
切
な
答
弁
で
そ
の
場
を
逃

れ
午
前
の
部
終
了
。

午
後
は
三
葉
分
会
の
小
門
議

長
の
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
進
行

の
も
と
無
事
大
会
終
了
を
む
か

え
ま
し
た
。
自
分
の
勉
強
不
足

を
痛
感
！

さ
て
今
大
会
で
何
人
の
代
議

員
の
方
が
議
案
を
本
当
に
理
解

仕
事
の
都
合
で
前
日
準
備
、

打
合
せ
に
出
席
で
き
ず
に
、
支

部
定
期
大
会
当
日
議
長
の
大
役

を
受
け
た
自
分
は
ぶ
っ
つ
け
本

番
で
臨
ん
だ
。

午
前
の
部
は
も
う
一
人
の
議

長
宮
崎
さ
ん
が
担
当
し
た
。
進

行
表
に
基
づ
い
て
、
あ
っ
と
い

貴
重
な
体
験
が
で
き
た

う
間
に
午
前
中
の
会
議
が
終
わ

り
昼
食
に
な
り
、
午
後
の
会
議

が
始
ま
っ
た
。

い
よ
い
よ
自
分
の
出
番
だ
。

各
分
科
会
の
発
表
、質
疑
応
答
、

採
択
と
思
っ
た
よ
り
も
ス
ム
ー

ズ
に
進
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
あ

と
も
基
調
報
告
の
採
択
、
予
算

を
も
っ
た
心
で
議
長
を
や
り
た

い
と
思
っ
た
。
大
変
貴
重
な
体

験
が
出
来
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
組
合
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ

た
。

三
葉
分
会　

小
門
信
一

案
採
択
、
そ
の
他

つ
ぎ
つ
ぎ
と
議
案

が
採
択
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
し

て
気
が
つ
け
ば
最

後
の
議
事
で
あ
る

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
提
案
を
行
い
無

事
に
議
長
の
大
役

を
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
来
年
は

も
う
少
し
ゆ
と
り

納
得
い
た
だ
け
た
の
で
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
若
い
世
代
を
増

や
し
て
い
く
支
部
と
し
て
は
も

う
少
し
柔
ら
か
い
文
面
に
し
て

は
と
。
も
ち
ろ
ん
若
い
世
代
も

勉
強
は
不
可
欠
だ
と
思
い
ま

す
。土
建
は
職
人
の
組
合
で
す
。

出
来
る
だ
け
わ
か
り
や
す
い
文

面
を
‼
大
会
準
備
委
員
の
方
々

お
つ
か
れ
様
で
し
た
。

松
竹
分
会　

宮
崎
達
夫

♦
執
行
委
員
長

北
島　

晃
（
三
葉
・
防
水
）

♦
副
委
員
長

石
垣　

雅
之
（
元
塩
・
塗
装
）

古
名　

孝
二
（
清
里
・
大
工
）

川
村　

裕
也
（
三
葉
・
大
工
）

♦
書
記
長

小
田
澤
陽
一
（
松
竹
・
塗
装
）

♦
書
記
次
長

本
田　

将
（
事
業
所
・
書
記
）

山
内　

高
広（
事
業
所・書
記
）

♦
常
任
執
行
委
員

尾
芦　

富
雄
（
松
竹
・
電
気
）

徳
武　

弘
士
（
清
里
・
内
装
）

鈴
木　

勝
雄
（
清
里
・ガ
ラ
ス
）

西
部　

康
（
滝
山
・
塗
装
）

前
川　

達
夫
（
三
葉
・
と
び
）

赤
塚　

隆
雄
（
三
葉
・
管
工
）

笹
原　

康
弘
（
三
葉
・
塗
装
）

五
十
嵐
留
夫
（
北
浅
・
大
工
）

浅
利　

信
次
（
青
空
・
鉄
筋
）

片
見　

學
（
事
業
所
・
大
工
）

柳
橋　

直
史
（
滝
山
・
塗
装
・

支
部
青
年
部
長
）

♦
常
任
執
行
委
員
待
遇

柳
本
留
美
子
（
青
空
・
支
部

主
婦
の
会
会
長
）

♦
執
行
委
員

小
薗　

照
美
（
元
塩
・
設
計
）

宮
崎　

達
夫
（
松
竹
・
塗
装
）

品
川　

安
博
（
清
里
・
大
工
）

秋
元　

進
一
（
滝
山
・
と
び
）

井
上　

晃
（
三
葉
・
防
水
）

西
川　

元
一
（
北
浅
・
管
工
）

綱
島　

豊
（
南
町
・
大
工
）

菅
野　

隆
（
青
空
・
大
工
）

阿
部　

史
夫
（
松
竹
・
畳
）

伊
藤　

康
裕
（
清
里
・
管
工
）

畑
田　

義
次
（
滝
山
・
大
工
）

小
門　

信
一
（
三
葉
・
土
木
）

安
部　

孝
二
（
北
浅
・
大
工
）

清
水　

恒
男
（
南
町
・
塗
装
）

橋
口　

昌
之
（
青
空
・
防
水
）

三
浦　

竹
史
（
滝
山
・
大
工
・

支
部
青
年
部
書
記
長
）

♦
執
行
委
員
待
遇

宮
下　

輝
靖
（
三
葉
・
電
気
・

支
部
シ
ニ
ア
友
の
会
会
長
）

石
垣　

市
子
（
元
塩
・
支
部

主
婦
の
会
事
務
局
長
）

♦
会
計
監
査

小
林　

博
征
（
元
塩
・
大
工
）

高
橋　

哲
也
（
滝
山
・
建
サ
）

2
0
1
5
年
度
新
支
部
役
員
　

敬
称
略
（
分
会
・
職
種
）

6月 12日（金）午後7：30〜
　　　　　支部事務所
　社会保険料を別枠明示した標準見積書を活用し、
賃金・単価引上げと「法定福利費（社会保険料）」
確保の要求運動をすすめましょう！！
　参加希望の方は支部事務所へ。

と　き
ところ
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4
月
23
日
初
め
て
の
交
渉

と
な
る
鴻
池
組
へ
全
体
で
26

人
、
清
瀬
久
留
米
支
部
4
人
で

参
加
し
ま
し
た
。

交
渉
は
、
企
業
も
慣
れ
て
き

た
の
か
予
め
渡
し
て
あ
る
要
望

書
の
回
答
に
50
分
も
掛
け
て
、

質
疑
応
答
時
間
を
半
分
に
。
こ

れ
も
戦
術
の
一
つ
か
。
特
に
印

象
に
残
っ
た
の
は
、
一
次
下
請

ま
で
は
標
準
見
積
書
に
法
定
福

利
費
が
多
く
組
み
込
ま
れ
て
い

第
61
回
大
手
企
業
交
渉

進
ん
で
い
な
い
企
業
の
社
会
保
険
加
入

　 春の拡大出陣式

見事な寸劇で大盛り上がり

清
瀬
分
会

春
の
拡
大
を
成
功
さ
せ
よ
う

と
、
清
瀬
の
三
分
会
か
ら
15
人

が
集
ま
り
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。ま

ず
は
、
組
合
費
、
国
保
料

～
拡
大
推
進
交
流
会
～

組
合
員
同
士
の
仲
間
意
識
が
大
事

中
盤
を
迎
え
た
春
の
拡
大
月
間
。
組
合
員
訪
問
や
対
象
者

の
掘
り
起
し
な
ど
、
分
会
で
の
行
動
が
足
踏
み
す
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
分
会
の
経
験
交
流
を
し
て
後
半

戦
へ
の
弾
み
に
す
る
為
、
清
瀬
市
（
４
月
23
日
）
と
東
久
留

米
市
（
４
月
21
日
）
の
２
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

東
久
留
米
分
会

各
分
会
よ
り
総
勢
30
名
の
仲

間
が
集
ま
り
ま
し
た
。
私
は
、

は
じ
め
に
拡
大
対
象
者
に
必
要

な
組
合
費
の
計
算
の
仕
方
を
勉

強
い
た
し
ま
し
た
。

な
か
な
か
む
ず
か
し
い
点
が

多
い
と
思
い
ま
し
た
。
家
族
構

成
や
住
所
、
加
入
者
本
人
の
就

業
の
区
分
に
よ
っ
て
保
険
料
の

計
算
の
仕
方
が
変
わ
る
の
が
、

一
番
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

組
合
員
訪
問
に
つ
い
て
は
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
い
青
空
分

会
の
報
告
な
ど
、
各
分
会
よ
り

経
験
を
い
か
し
た
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
勉
強
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
交
流
会

を
や
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま

し
た
。北

浅
分
会　

西
川　

元
一　

の
計
算
か
ら
。
い
ろ
い
ろ
な

ケ
ー
ス
が
あ
る
為
、
や
や
こ
し

い
計
算
と
な
り
全
問
正
解
は
、

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

内
容
を
あ
ま
り
把
握
し
て
い

南
町
分
会　

高
杉　

文
雄

育
宣
伝
部
を
担
当
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

分
会
総
会
の
役
員

決
め
の
時
に
分
会
長

が
「
高
杉
さ
ん
、
教

宣
お
願
い
で
き
る
か

な
」「
い
い
け
ど
、

何
す
る
の
」「
行
け

ば
わ
か
る
か
ら
大
丈

夫
だ
よ
！
」
と
言
う

の
で
、
担
当
し
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た

が
、
教
育
宣
伝
部
の

ば
ろ
う
！

い
ま
ま
で
は
、
正

直
「
け
ん
せ
つ
」
を

読
ん
だ
り
読
ま
な

か
っ
た
り
で
し
た

が
、
制
作
側
に
な
る

訳
で
す
か
ら
、
改
め

て
ち
ゃ
ん
と
読
ん
で

い
か
な
く
て
は
な
ぁ

と
思
い
ま
す
。
各
分

会
の
部
員
の
皆
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ま
せ
ん
で
し
た
。
第
一
回
の

部
会
の
お
知
ら
せ
を
見
て
、

自
分
に
一
番
縁
遠
い
分
野

だ
っ
た
と
思
っ
た
が
後
の
ま

つ
り
…
ま
あ
、
一
年
は
が
ん

今
年
度
、
南
町
分
会
の
教

「けんせつ」読もう！　

訃  

報
元
執
行
委
員
長
、
小
原

三
郎
さ
ん
（
81
歳
）
が
4

月
12
日
早
朝
永
眠
さ
れ
ま

し
た
。
1
9
7
1
年
か
ら

35
年
間
に
亘
り
支
部
役
員

と
し
て
組
合
運
動
を
牽
引

し
、
2
0
0
1
年
度
か
ら

5
年
間
支
部
執
行
委
員
長

を
つ
と
め
ま
し
た
。

退
任
と
な
る
第
38
回
定

期
大
会
で
支
部
と
し
て
は

初
め
て
名
誉
執
行
委
員
の

称
号
が
贈
ら
れ
、
そ
の
後

も
積
極
的
な
活
動
で
支
部

の
組
合
活
動
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

る
と
の
回
答
で
す
が
、
二
次
下

請
か
ら
下
で
は
一
次
の
半
分
に

も
届
い
て
い
な
い
と
い
う
点
。

ま
た
、
下
請
け
の
会
社
が
相
談

で
き
る
窓
口
は
あ
る
の
か
の
質

問
に
、
現
場
サ
イ
ド
で
対
応
し

て
い
る
と
の
回
答
。
こ
れ
は
無

責
任
極
ま
り
な
い
。

然
し
企
業
交
渉
し
て
い
る
だ

け
で
は
問
題
は
解
決
し
な

い
。
違
う
形
の
方
法
も
模
索

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
為

に
も
、
野
丁
場
で
働
く
仲
間

の
声
を
集
め
て
、
運
動
に
活

か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

う
。滝

山
分
会　

高
橋　

哲
也

に
は
さ
ら
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ

り
2
度
ビ
ッ
ク
リ
の
出
陣
式
で

し
た
。

初
め
は
い
つ
も
の
乾
杯
で
始

ま
り
場
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た

所
で
恒
例
の
ク
イ
ズ
が
始
ま

り
、
そ
こ
で
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
劇

場
型
ク
イ
ズ
が
。
私
は
出
演
者

側
で
の
参
加
で
見
事
な
大
根
役

者
丸
出
し
で
し
た
（
笑
）。
対

象
者
で
あ
る
訪
問
先
の
ご
夫
婦

役
（
北
島
・
柳
本
）
の
ア
ド
リ

ブ
（
訛
り
混
じ
り
）
も
出
て
、

夜
の
玄
関
先
で
の
訪
問
に
も
関

わ
ら
ず
、
今
の
土
建
の
メ
リ
ッ

ト
等
に
関
心
を
示
し
て
質
問
、

こ
ち
ら
（
分
会
長
・
書
記
長
・

組
織
部
長
）
も
短
い
時
間
で
お

答
え
を
し
ま
し
た
。
ま
る
で
実

在
す
る
か
の
様
な
見
事
な
寸
劇

で
し
た
。

4
月
5
日
に
清
瀬
の
ア

ミ
ュ
ー
に
て
大
会
が
あ
り
ま
し

て
、
そ
の
大
会
の
午
後
に
前
回

あ
た
り
か
ら
分
科
会
を
行
う
の

で
す
が
、
予
想
以
上
に
個
々
の

意
見
が
上
が
っ
て
く
る
の
に
は

ビ
ッ
ク
リ
。
そ
の
後
の
出
陣
式

次
に
、
拡
大

行
動
の
中
で
、

こ
ん
な
時
ど
う

し
た
ら
？
を
六

つ
の
ケ
ー
ス
を

想
定
し
、
話
し

合
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
問

題
に
コ
レ
ダ
！！

と
い
う
解
決
策

は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
れ
ば
拡

大
は
常
に
成
功

し
て
い
ま
す
。

で
も
、
組
合
員

は
同
じ
職
人
、

仲
間
な
ん
だ
、

改
め
て
、
訪
問
先
で
の
短
い

時
間
の
中
、
魅
力
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
様
な
受
け
答
え
が
出

来
る
よ
う
、
学
習
会
な
ど
に
盛

り
込
ん
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

4
月
か
ら
に
拡
大
月
間
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
訪

問
で
お
邪
魔
す
る
際
に
は
、
ぜ

ひ
こ
の
ご
家
族
み
た
い
に
暖
か

く
迎
え
い
れ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
組
合
員
の
皆
さ
ま
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
仲
間
と
こ
の
先
共
に
歩

い
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

青
空
分
会　

橋
口　

昌
之

場
を
盛
り
上
げ
た
対
象
者
訪

問
の
寸
劇

と
い
う
仲
間
意
識
を
作
る
こ
と

が
大
事
な
の
で
は
。
で
、
落
ち

着
き
ま
し
た
。

松
竹
分
会　

阿
部　

史
夫


